
之
心
益
�

無
レ

論
レ

漱�
二

瓊
液
一

還
得
レ

洗�
二

塵�

顏
一

且
諧
二

宿
所
一レ

好

永
願
辞
二

人
間
一

」

第
二
首
「
日
照
二

香
爐�
一

生
二

紫
煙
一

遥
看
瀑�

布�

挂
二

前
川
一

飛
流
直
下
三
千
尺

疑
是
銀�

河�

落�
二

九
天
一

」（『
李
太
白
集
』
巻
二
〇
、
傍
点
は
唱
和
詩
群
全
体
と
の
類
似
語
句
）

（
い
じ
つ

み
ち
ふ
み

福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理
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君
臣
関
係
か
ら
の
離
脱
で
は
な
く
君
主
へ
の
奉
仕
へ
と
読
み
替
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

〈
道
〉〈
俗
〉
の
最
も
先
鋭
化
し
た
対
立
構
造
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
小
野
岑
守
が
空
海
に
贈
っ

た
詩
で
は
、
僧
侶
の
超
越
性
を
賛
美
し
た
後
で
、
市
中
に
隠
逸
す
る
自
己
こ
そ
が
「
大
隠
」
で

あ
る
と
し
て
僧
侶
を
挑
発
す
る
。
こ
こ
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
を
認
め
つ
つ
も
、〈
道
〉

の
超
越
性
に
対
す
る
あ
る
種
の
疑
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
逸
人
・
山
人
」
と
呼
ば

れ
た
惟
良
春
道
は
〝
山
林
修
行
に
励
む
官
吏
〞
、〈
道
〉〈
俗
〉
を
兼
備
す
る
特
異
な
人
格
と
し

て
描
か
れ
る
。〈
道
〉
の
境
界
を
易
々
と
乗
り
越
え
る
「
逸
人
」
の
存
在
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対

立
構
造
が
必
ず
し
も
堅
固
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

詩
的
表
現
に
お
け
る
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
は
、
人
（＝

僧
侶
）
お
よ
び
場
（＝

寺
院
）

の
超
越
性
を
示
す
形
式
が
、『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
の
成
立
と
あ
い
ま
っ
て
確
立
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
超
越
性
は
『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
お
い
て
は
、
早
く
も
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
具
体
的
に
は
、
人
の
超
越
性
は
、
山
林
修
行
の
穏
和
化
な
ど
に
よ
る
宮
廷
趣
味
へ
の
同
化
、

俗
人
の
脱
俗
に
よ
る
僧
侶
の
超
越
性
へ
の
接
近
、
修
行
僧
の
非
主
題
化
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
。

ま
た
、
場
の
超
越
性
は
、
寺
院
を
宮
廷
趣
味
的
に
脱
俗
化
し
た
り
、
神
仙
郷
と
見
な
す
な
ど
の

か
た
ち
で
相
対
化
さ
れ
る
。

鎮
護
国
家
の
理
念
は
、
一
方
で
は
仏
教
界
の
超
越
性
を
認
め
て
そ
れ
に
頼
り
つ
つ
、
他
方
で

は
超
越
的
な
仏
教
界
を
体
制
内
に
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
を
本
質
的
に
抱
え

込
ん
で
い
た
。
平
安
朝
初
期
の
宮
廷
社
会
は
、
鎮
護
国
家
理
念
へ
の
回
帰
と
あ
い
ま
っ
て
、
自

ら
仏
教
界
に
超
越
性
を
求
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
仏
教
界
の
自
立
性
に
対
す
る
認

識
が
薄
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
鎮
護
国
家
の
理
念
を
媒
介
と
し
て
生
ま
れ
た
〈
道
〉〈
俗
〉

の
対
立
構
造
は
、
発
生
当
初
か
ら
そ
の
解
体
要
因
を
内
包
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。『
文
華
秀
麗

集
』「
梵
門
」
が
超
越
的
な
仏
教
界
を
創
出
す
る
一
方
で
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
が
仏
教
の
超
越

性
を
相
対
化
す
る
と
い
う
相
反
す
る
現
象
が
生
じ
た
の
は
、
仏
教
界
に
対
す
る
宮
廷
社
会
の
認

識
が
そ
の
よ
う
に
矛
盾
に
充
ち
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）

拙
稿
「
鎮
護
国
家
と
梵
門
詩
―
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
―
」（「
福
島
大
学

教
育
学
部
論
集
（
人
文
科
学
部
門
）」
七
七
、
二
〇
〇
四
・
十
二
）

（
２
）
小
島
憲
之
も
「
何
れ
に
し
て
も
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
題
材
相
互
間
に
は
精
密
な
統
一
性

が
な
い
」
と
述
べ
る
。（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（
下
）
�
』
二
一
一
〇
頁
、
一
九
八

五
・
五
）

（
３
）
空
海
は
、
嵯
峨
天
皇
の
退
位
直
前
に
宮
都
内
に
東
寺
を
給
わ
り
、
以
後
約
十
年
間
は
東
寺

を
中
心
に
活
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
道
俗
相
分
ち
て
数
年
を
経
た
り
」
と
い
う
状
況
は
、

嵯
峨
退
位
後
よ
り
本
集
所
載
範
囲
の
下
限
で
あ
る
天
長
四
年
ま
で
の
間
に
は
あ
り
え
な
か
っ

た
。「
嵯
峨
上
皇
」
と
い
う
作
者
名
に
反
し
て
、
本
詩
は
嵯
峨
在
位
時
の
作
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
な
お
、
小
島
憲
之
「
経
国
集
詩
注
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』、
以
下
小
島
注

と
略
記
す
る
）
も
「
弘
仁
五
年
、
も
し
く
は
以
後
の
か
な
り
接
近
し
た
年
時
の
作
」
で
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。

（
４
）
船
ヶ
崎
正
孝
『
国
家
仏
教
変
容
過
程
の
研
究
』
第
三
編
第
一
、
二
章
（
初
出
一
九
六
五
・

一
、
一
九
八
二
・
五
）

（
５
）

速
水
侑
『
日
本
仏
教
史
古
代
』（
一
九
八
六
・
十
）
四
ー
１

（
６
）
小
島
注
は
「
南
山
の
智
上
人
」
を
南
岳
天
台
山
の
智
�
（
天
台
宗
の
開
祖
）
で
あ
る
と
す

る
が
、
作
者
三
船
に
と
っ
て
す
で
に
歴
史
上
の
人
物
で
あ
っ
た
智
�
を
「
知
己
」（
自
分
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
人
）
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

（
７
）

奈
良
朝
に
あ
っ
て
も
、
釈
氏
の
詩
で
は
僧
侶
と
俗
人
と
の
違
い
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

『
懐
風
藻
』
所
載
の
釈
道
慈
及
び
釈
道
融
の
詩
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
後
藤
昭
雄
「
史
書
へ
の
配
慮
―
「
経
国
集（
巻
十
）詩
注
」
に
関
し
て
―
」（「
日
本
歴
史
」
五

二
六
、
一
九
九
二
・
三
）
に
従
い
、「
軍
曹
貞
忠
」
は
中
臣
鹿
嶋
連
貞
忠
を
指
す
と
考
え
る
。

（
９
）

官
吏
が
出
家
す
る
さ
い
の
個
人
的
動
機
と
し
て
は
、「
風
塵
上
下
の
情
を
見
る
こ
と
を
厭

ひ
、
雲
栖
に
去
り
て
無
生
を
学
ば
む
と
欲
す
」（
経
・
四
五
、
惟
良
春
道
「
送
二

伴
秀
才
入

道
一

」）
に
見
え
る
よ
う
な
、
宮
廷
社
会
の
上
下
関
係
に
対
す
る
嫌
悪
感
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

（
１０
）

小
島
注
に
よ
る
。

（
１１
）

注
（
１
）
前
掲
論
文

（
１２
）
後
藤
昭
雄
「
空
海
の
周
辺
―
勅
撰
詩
集
作
者
と
の
交
渉
―
」（『
仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
』、

一
九
九
八
・
五
）
に
従
い
、「
清
大
夫
」
は
浄
野
朝
臣
夏
嗣
を
指
す
と
考
え
る
。

（
１３
）
こ
れ
ら
君
臣
唱
和
詩
群
は
、
全
体
と
し
て
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
水
二
首
」
と
の
語
句
的
類

似
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
題
の
共
通
性
も
考
慮
す
れ
ば
、
李
白
詩
的
世
界
を
模
倣

・
再
現
す
る
こ
と
で
、
土
着
の
風
土
を
中
国
仏
教
の
聖
地
で
あ
る
「
廬
山
」
に
見
立
て
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
李
白
詩
は
以
下
の
と
お
り
。
第
一
首
「
西
登
二

香
爐�

峰
一

南
見
二

瀑�

布�

水
一

挂�
レ

流�

三
百
丈

噴�
レ

壑�

数�

十�

里�

�
如
二

飛
電�

来
一

隠
若
二

白�

虹�

起
一

初
驚
河
漢

落

半
灑�
二

雲
天
裏
一

仰
観
勢
転
雄

壮
哉
造
化
功

海
風
吹
不
レ

断

江
月
照
還
空

空

中
乱�
二

�
射
一

左
右
洗�
二

青
壁
一

飛�

珠�

散
二

軽
霞
一

流
沫
沸
二

穹
石
一

而
我
楽
二

名
山
一

対
レ

（
三
四
）

２００５年１２月 〈道〉〈俗〉対立の構造 ９５



冬
日
過
二

山
門
一

笠
仲
守

香
刹
青
雲
外

虚
廊
絶
岸
傾

水
清
塵
躅
断

風
静
梵
音
明

古
石
苔
為
レ

席

新
房
菴
作
レ

名

森
然
蘿
樹
下

独
聴
暮
鐘
声
（
経
・
七
三
）

奥
深
い
山
寺
の
清
浄
閑
寂
な
る
冬
景
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
世
俗
と
の
隔
絶
感
を
詠
ん
だ
初

二
句
を
受
け
て
、
宗
教
的
環
境
を
演
出
す
る
梵
音
・
梵
鐘
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
道
場
に
つ

き
も
の
の
修
行
僧
の
姿
は
な
く
、
梵
音
・
梵
鐘
の
音
色
も
、
修
行
の
一
場
面
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
冬
景
の
清
浄
閑
寂
さ
を
醸
し
出
す
一
要
素
と
し
て
風
景
の
中
に
と
け
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
。
寺
院
の
脱
俗
性
ば
か
り
が
目
立
つ
こ
の
作
品
に
、
宮
廷
趣
味
的
な
脱
俗
的
情
景
と
の
差

異
を
明
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

宮
廷
人
に
と
っ
て
の
理
想
の
世
界
は
神
仙
郷
で
あ
る
が
、
寺
院
を
神
仙
郷
と
見
ま
ご
う
ば
か

り
に
描
く
作
品
も
登
場
す
る
。

秋
日
登
二

叡
山
一

謁
二

澄
上
人
一

藤
原
常
嗣

城
東
一
岑
聳

独
負
二

叡
山
名
一

貝
葉
上
方
界

焚
香
鷲
嶺
城

�
�
藜
�
熟

臼
�
練

沙
成

軽
梵
窓
中
曙

疎
鐘
枕
上
清

桐
蕉
秋
露
色

鶏
犬
冷
雲
声

高
陽
丹
丘
地

方

知
二

南
獄
晴
一

（
経
・
七
二
）

比
叡
山
寺
を
訪
ね
て
最
澄
に
謁
見
し
た
と
き
の
詩
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
澄
へ

の
言
及
は
な
さ
れ
ず
、
超
越
性
を
体
現
す
る
僧
侶
へ
の
関
心
は
ま
っ
た
く
示
さ
れ
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
山
寺
と
い
う
場
所
の
脱
俗
性
に
は
大
い
な
る
関
心
を
寄
せ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
は
世

俗
を
超
越
し
た
修
行
道
場
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
鶏
犬
」
相
い
聞
え
る
桃

源
郷
の
よ
う
な
、
仙
人
の
住
む
「
丹
丘
」
の
よ
う
な
、
宮
廷
人
に
は
な
じ
み
深
い
神
仙
郷
に
見

立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
暮
ら
す
僧
侶
た
ち
は
、
隠
者
の
如
く
「
藜
�
」（
粗
食
）
を
食

ら
い
「
練
沙
」（
仙
薬
）
作
り
に
励
む
。
さ
す
が
に
早
朝
の
勤
行
に
触
れ
て
「
軽
梵
窓
中
に
曙
け
、

疎
鐘
枕
上
に
清
し
」
と
は
い
う
も
の
の
、
あ
た
か
も
寝
起
き
の
背
景
音
楽
の
よ
う
に
、
枕
に
横

た
わ
り
な
が
ら
軽
く
聞
き
流
す
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
常
嗣
に
と
っ
て
、
比
叡
山
寺
は
脱
俗
的

気
分
が
堪
能
で
き
る
憧
れ
の
神
仙
郷
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
世
俗
か
ら
の
隔
絶
と
い
う
表
現
形
式
は
、〈
俗
〉
の
世
界
内
に
お
け
る
脱
俗
・
隠
逸

志
向
の
表
現
形
式
と
構
造
的
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
偏
れ
ば
、
必
然
的
に
仏
教

の
超
越
性
は
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
宗
教
的
環
境
に
関
す
る
表
現
形
式

も
、
そ
れ
が
僧
侶
の
修
行
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
、
宮
廷
趣
味
的

な
自
然
描
写
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
に
備
わ
る
超
越
的
意
味
も
薄
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

五

ま
と
め

以
上
、
勅
�
三
集
時
代
の
梵
門
詩
表
現
の
基
底
に
あ
る
構
造
を
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
と
捉
え
、

そ
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
表
現
化
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を
被
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
作
品
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
確

認
で
き
た
と
思
う
。

「
梵
門
」
前
史
で
あ
る
高
野
天
皇
時
代
の
表
現
は
、
王
と
仏
に
備
わ
る
威
徳
や
聖
性
を
同
一

の
も
の
と
し
て
捉
え
る
場
合
と
、
宮
廷
人
の
脱
俗
指
向
性
と
僧
侶
の
清
浄
性
が
等
価
関
係
に
あ

る
と
み
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
尼
天
皇
と
し
て
君
臨
し
た
高
野
天
皇
と
い
う
王
権
の
特
殊
性

が
背
景
に
あ
り
、
世
俗
王
権
を
仏
教
の
権
威
で
装
飾
し
よ
う
と
す
る
特
殊
な
政
治
的
意
識
が
働

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
奈
良
朝
宮
廷
人
が
一
般
的
に
抱
い
て
い
た
僧
侶
観
で
あ
り
、

宮
廷
社
会
に
対
す
る
仏
教
界
の
自
立
性
が
宮
廷
社
会
側
に
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
梵
門
」
成
立
以
前
の
詩
的
表
現
に
お
い
て
は
、〈
俗
〉
は
〈
道
〉
の
自

立
性
を
認
め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
対
立
構
造
も
宮
廷
側
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
鎮
護
国
家
の
理
念
に
沿
っ
た
仏
教
政
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
光
仁
・

桓
武
朝
以
降
は
、
僧
侶
の
清
浄
性
を
高
め
る
た
め
の
山
林
修
行
が
奨
励
さ
れ
、
彼
ら
の
護
国
能

力
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
鎮
護
国
家
を
目
的
と
す
る
仏
教
の

政
治
的
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
、「
梵
門
」
と
い
う
日
本
独
自
の
部
門
が
立
て
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
山
林
修
行
僧
は
、
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
超
越
的
な
法
力
を
得
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
権

お
よ
び
国
家
の
安
泰
を
図
る
鎮
護
国
家
の
実
践
者
で
あ
る
。
宮
廷
社
会
は
そ
の
よ
う
な
修
行
僧

の
法
力
に
期
待
を
寄
せ
、
彼
ら
の
超
越
性
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。〈
俗
〉
の
側
こ
そ
が
、
超

越
的
な
〈
道
〉
の
存
在
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
が

宮
廷
人
の
間
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

多
様
な
梵
門
詩
を
収
め
る
『
経
国
集
』
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
が
現
れ

て
い
る
。
あ
る
下
士
官
の
出
家
入
道
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
君
臣
唱
和
に
お
い
て
は
、
個
人

的
動
機
に
よ
る
出
家
を
承
認
す
る
こ
と
で
皇
恩
を
示
す
君
主
の
作
品
に
対
し
て
、
出
家
者
の
上

官
は
、
あ
く
ま
で
も
部
下
の
出
家
は
鎮
護
国
家
と
い
う
公
的
動
機
に
よ
る
も
の
と
唱
和
す
る
こ

と
で
、
私
的
な
動
機
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
官
吏
の
出
家
の
意
味
を
、
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し
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
傾
向
と
は
逆
に
、
自
身
に
脱
俗
的
性
格
を
与
え
て
僧
侶
の
超
越
性
を

相
対
化
す
る
場
合
も
あ
る
。

問
二

浄
上
人
疾
一

嵯
峨
上
皇

聞
公
�
病
臥
二

山
房
一

空
報
二

鐘
声
一

不
レ

上
レ

堂

道
性
如
思
二

幽
客
問
一

須
レ

療
レ

身
是
真
薬

王
（
経
・
三
八
）

既
出
の
「
浄
」
と
呼
ば
れ
る
山
寺
住
ま
い
の
僧
侶
が
病
を
患
っ
た
さ
い
に
見
舞
っ
た
詩
で
、
源

弘
と
源
常
の
奉
和
（
経
・
三
九
、
四
〇
）
を
伴
う
。
詩
題
の
「
問
」
は
病
気
見
舞
い
の
意
味
で
、

詩
中
で
は
「
幽
客
の
問
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
「
幽
客
」
は
病
気
を
見
舞
っ
た
当

人
、
す
な
わ
ち
嵯
峨
上
皇
自
身
を
指
す
。
こ
の
点
は
二
首
の
奉
和
詩
も
同
様
で
、
同
じ
内
容
が

そ
れ
ぞ
れ
「
野�

客�

時
に
来
り
て
幽�

問�

を
通
ず
」（
経
・
三
九
）、「
山�

客�

尋
ね
来
り
て
若
し
相�

問�

は

ば
」（
経
・
四
〇
）
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
る
（
何
れ
も
嵯
峨
詩
と
同
じ
く
転
句
に
「
問
」
を
詠
み

込
む
）。
隠
遁
生
活
を
送
る
幽
客
（
野
客
・
山
客
）
が
、
山
林
修
行
中
の
高
僧
を
見
舞
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
嵯
峨
上
皇
が
隠
者
に
身
を
や
つ
す
の
は
、
実
際
に
退
位
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
自
ら
を
脱
俗
的
人
物
と
見
な
す
こ
と
で
、
世
俗
か
ら
隔
絶
し
た
場
所
に
生
き
る
僧
侶
と
形

式
的
に
は
接
近
し
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
結
句
の
「
真
の
薬
王
」
は
僧
侶
の
法
力
を
示
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
僧
侶
の
超
越
性
を
認
め
て
は
い
る
。
し
か
し
、
生
活
空
間
の
脱
俗
性
と
い
う
形
式
的

類
似
性
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
境
界
を
曖
昧
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
相
対
化
傾
向
を
こ
こ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
修
行
す
る
僧
侶
の
姿
を
描
い
て
も
、
そ
れ
が
主
題
化
さ
れ
な
い
作
品
も
あ
る
。

和
下

良
将
軍
題
二

瀑
布
下
�
若
一

簡
二

清
大
夫
一

之
作
上

嵯
峨
上
皇

瀑
布
一
辺
一
山
寺

高
車
訪
レ

道
遠
追
尋

空
堂
望
レ

崖
銀
河
発

古
殿
看
レ

渓
白
虹
臨

霧

雨
灑
来
霑
二

爐
気
一

雷
風
噴
怒
乱
二

鐘
音
一

澹
然
僧
臈
流
懸
水

盥
漱
独
行
禅
定
心
（
経
・

五
一
）

�

良
岑
安
世
が
瀑
布
の
下
に
あ
る
寺
院
に
書
き
つ
け
て
浄
野
夏
嗣
に
贈
っ
た
詩
に
、
嵯
峨
上
皇
が

唱
和
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
源
弘
・
惟
良
春
道
の
唱
和
（
経
・
五
二
、
五
三
）
が
続
く
。
一
首

は
、
山
寺
の
上
方
か
ら
落
ち
る
「
瀑
布
」
の
描
写
に
大
半
を
費
や
し
、
最
後
に
そ
の
清
ら
か
な

水
に
手
洗
い
嗽
い
で
禅
定
す
る
僧
侶
の
姿
を
詠
じ
て
結
び
と
す
る
。
僧
侶
が
山
林
修
行
す
る
様

子
は
確
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
題
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
一
首
の
眼

目
が
「
瀑
布
」
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
瀑
布
」
は
、
山
寺
に
と
っ

て
本
来
周
縁
的
な
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唱
和
の
応
酬
と
い
う
実
際
の
参
詣

を
伴
わ
な
い
観
念
的
行
為
の
な
か
で
、
周
縁
の
「
瀑
布
」
は
想
像
の
中
心
に
置
か
れ
、
本
来
中

心
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
寺
院
や
僧
侶
が
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
瀑
布
」
の
水
流
に
塵

埃
を
洗
ぐ
修
行
僧
は
、
あ
く
ま
で
も
「
瀑
布
」
の
神
々
し
さ
を
引
き
立
て
る
要
素
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
（
こ
の
点
は
唱
和
詩
群
す
べ
て
に
共
通
す
る
）。
仏
教
の
超
越
性
は
「
瀑
布
」
の
神
々
し

さ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
道
場
と
し
て
で
は
な
く
「
瀑
布
」
の
名
所
と
し
て
の
山
寺
が
創
出
さ

�

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
仏
教
の
相
対
化
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
、
場
（＝

寺
院
）
の
超
越
性
に
関
す
る
表
現
形
式
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

見
二

老
僧
帰
一レ

山

嵯
峨
上
皇

道
性
本
来
塵
事
遐

独
将
二

衣
鉢
一

向
二

煙
霞
一

定
知
行
尽
二

秋
山
路
一

白
雲
深
処
是
僧
家

（
経
・
三
〇
）

山
寺
へ
帰
る
老
僧
を
詠
ん
だ
詩
で
、
藤
原
冬
嗣
の
応
制
詩
（
経
・
三
一
）
を
伴
う
。「
衣
鉢
」

（
修
行
者
の
所
持
品
）
を
持
っ
て
と
あ
る
の
で
、
山
林
修
行
の
継
続
の
た
め
僧
侶
は
帰
山
す
る

の
で
あ
ろ
う
。「
塵
事
遐
か
な
り
」「
煙
霞
に
向
ふ
」「
行
き
尽
く
す
」「
白
雲
深
き
処
」
な
ど
、

全
体
的
に
世
俗
と
の
断
絶
感
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
嗣
応
制
詩
で
は
、「
自
ら
語
る
一
た

び
還
ら
ば
更
に
は
出
で
じ
、
城
を
乞
ふ
は
雲
居
に
臥
す
こ
と
に
若
く
は
無
し
と
」
の
ご
と
く
、

世
俗
と
の
断
絶
に
加
え
て
世
俗
に
対
す
る
山
寺
の
優
位
性
も
歌
わ
れ
る
。
二
首
と
も
に
、
老
僧

が
帰
っ
て
行
く
道
場
を
世
俗
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
世
界
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
超
越
性
に
対

す
る
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
俗
と
の
隔
絶
と
い
う
表
現
形
式
は
、
宮
廷
人

が
別
業
な
ど
の
郊
外
を
描
く
さ
い
に
好
ん
で
用
い
る
宮
廷
趣
味
的
な
「
塵
外
」
な
ど
の
脱
俗
的

表
現
と
、
絶
対
的
な
区
別
を
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
場
の
超
越
性
に
関
す

る
表
現
形
式
に
と
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
の
場
の
描
写
に
よ
っ
て

超
越
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
羽
客
講
席
に
親
し
み
、
山
精
茶
杯
を
供
ふ
」（
華
・
七
一
、

嵯
峨
天
皇
「
答
二

澄
公
奉
献
詩
一

」）
や
「
猿
鳥
梵
宇
に
狎
れ
、
鬼
神
法
筵
を
護
る
」（
華
・
七
八
、

巨
勢
識
人
「
和
二

澄
上
人
臥
レ

病
述
レ

懐
之
作
一

」）
の
よ
う
な
あ
る
種
の
異
界
的
状
況
の
描
写
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
異
界
性
を
一
切
欠
い
た
仏
教
界
は
、
宮
廷
趣
味
的
な
「
塵
外
」
の

延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
ぎ
に
挙
げ
る
作
品
も
同
様
の
相
対
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

（
三
二
）
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僧
侶
）
の
超
越
性
を
示
す
た
め
の
表
現
形
式
で
、
具
体
的
に
は
「
法
宇
経
を
伝
ふ
る
こ
と
久
し

く
、
深
山
食
を
乞
ふ
こ
と
難
し
、
渓
流
に
猿
と
共
に
漱
ぎ
、
野
飯
鬼
と
相
�
ふ
」（
華
・
七
二
、

嵯
峨
天
皇
「
和
下

光
法
師
遊
二

東
山
一

之
作
上

」）
の
よ
う
な
山
林
修
行
の
描
写
や
、「
境
に
対
し
て
は

皆
幻
な
る
こ
と
を
知
り
、
空
を
観
じ
て
は
此
の
身
を
厭
ふ
」（
華
・
七
六
、
嵯
峨
天
皇
「
和
二

澄

公
臥
レ

病
述
レ

懐
之
作
一

」）
の
よ
う
な
法
理
の
覚
悟
が
そ
れ
に
当
た
る
。
第
二
は
場
（＝

寺
院
）
の

超
越
性
を
示
す
た
め
の
表
現
形
式
で
、「
梵
宇
深
峯
の
裡
、
高
僧
住
ま
り
て
還
ら
ず
」（
華
・
八

〇
、
錦
部
彦
公
「
題
二

光
上
人
山
院
一

」）
の
よ
う
な
世
俗
か
ら
の
隔
絶
感
や
、「
梵
語
を
経
閣
に

翻
し
、
鐘
声
を
香
台
に
聴
く
」（
華
・
七
一
、
嵯
峨
天
皇
「
答
二

澄
公
奉
献
詩
一

」）
の
よ
う
な
宗

教
的
環
境
の
描
写
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
仏
教
の
超
越
性
に
関
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
表

現
形
式
が
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
で
ど
の
よ
う
に
継
承
ま
た
は
変
形
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

具
体
的
表
現
に
即
し
て
考
察
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
は
人
（＝

僧
侶
）
の
超
越
性
に
関
す
る
表
現
形
式
か
ら
見
て
い
く
。『
経
国
集
』「
梵
門
」

に
も
僧
侶
の
超
越
的
能
力
を
称
え
る
表
現
は
見
え
る
。
嵯
峨
上
皇
「
和
三

藤
是
雄
春
日
過
二

安
禅

師
旧
院
一

」（
経
・
三
三
）
が
そ
れ
で
、「
草
堂
虚
し
く
駐
む
松
蘿
の
月
、
石
室
翻
す
こ
と
を
罷
む

了
義
の
経
、
護
法
の
鬼
神
何
れ
の
日
に
か
会
は
む
、
随
縁
の
猿
鳥
竟
に
誰
に
か
聴
か
む
」
で
は
、

禅
師
没
後
の
寂
れ
た
寺
院
の
風
景
を
描
き
つ
つ
、
護
法
の
鬼
神
が
集
い
功
徳
が
鳥
獣
に
ま
で
及

ん
だ
と
い
う
禅
師
生
前
の
尊
い
修
行
生
活
の
様
子
を
想
起
さ
せ
て
、
そ
の
超
越
的
法
力
を
賞
賛

す
る
。
し
か
し
、『
文
華
秀
麗
集
』
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
僧
侶
の
超
越
性
に
直

接
言
及
す
る
表
現
は
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
次
の
如
く
抑
制
の
利
い
た
表
現
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。

寄
二

浄
公
山
房
一

嵯
峨
上
皇

古
寺
従
来
絶
二

人
蹤
一

吾
師
坐
夏
老
二

雲
峯
一

幽
情
独
臥
秋
山
裏

覚
後
恭
聞
五
夜
鐘
（
経

・
四
一
）

山
寺
に
住
ま
う
「
浄
」
と
呼
ば
れ
る
僧
侶
に
宛
て
た
詩
で
あ
る
。
世
俗
か
ら
隔
絶
し
た
山
寺
に

籠
も
っ
て
修
行
す
る
僧
侶
の
ひ
た
む
き
な
姿
を
詠
む
。
結
句
は
た
ん
に
明
け
方
の
梵
鐘
を
聞
い

た
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
恭
し
く
聞
く
」
と
い
う
。
姿
勢
を
正
し
て
起
床
の
鐘
を
聞
き
、
こ
れ

か
ら
一
日
の
勤
行
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
山
林
修
行
に
打
ち
込
む
老
僧
の
真
摯
な
姿

勢
を
描
く
こ
と
で
、
僧
侶
の
超
越
性
に
対
す
る
了
解
と
敬
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

『
文
華
秀
麗
集
』
風
の
派
手
な
修
行
の
様
子
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
幽
情
独
り

臥
す
」
と
始
ま
る
転
句
に
は
僧
侶
の
孤
独
感
が
暗
示
さ
れ
る
が
、
肉
親
の
情
を
断
ち
切
っ
た
は

ず
の
僧
侶
に
は
不
適
切
な
心
情
で
あ
る
。
僧
侶
の
心
情
を
世
俗
的
に
解
釈
し
て
そ
の
超
越
性
を

矮
小
化
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
、『
経
国
集
』
梵
門
詩
の
特
徴
の
一
つ
に
、
こ

う
し
た
僧
侶
の
超
越
性
に
対
す
る
相
対
化
傾
向
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
具
体
的
に
検
証
し
て
い
こ
う
。

春
日
山
寺
探
得
二

春
字
一

藤
原
三
成

法
堂
寂
寞
凡
幾
辰

雲
樹
朦
朧
欲
二

暮
春
一

遥
聴
風
中
誦
レ

経
処

定
知
時
有
二

安
禅
人
一

（
経
・
五
〇
）

春
日
の
山
寺
で
の
一
風
景
を
詠
ん
だ
詩
で
、
誦
経
の
響
き
に
修
禅
中
の
僧
侶
を
思
い
遣
る
。
修

行
の
様
子
を
詠
む
の
は
僧
侶
へ
の
敬
意
の
表
れ
で
あ
ろ
う
が
、
風
の
中
の
誦
経
と
い
う
と
ら
え

方
は
極
め
て
間
接
的
で
あ
り
、
山
林
修
行
に
伴
う
は
ず
の
超
人
間
的
要
素
は
緩
和
さ
れ
、
穏
や

か
な
も
の
と
し
て
日
常
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
寂
寞
」「
朦
朧
」
た
る
「
暮
春
」
の
風
景
と
い

う
、
い
か
に
も
宮
廷
人
が
好
み
そ
う
な
趣
味
的
風
景
の
中
に
と
け
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

次
ぎ
の
作
品
も
ま
た
、
山
寺
の
僧
侶
が
宮
廷
趣
味
に
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
例
で
あ
る
。

和
二

光
禅
師
山
房
暁
風
一

滋
野
貞
主

孤
峯
仰
与
二

白
雲
一

同

到
レ

暁
深
寒
満
院
風

雁
影
吹
来
古
塔
上

泉
声
纔
定
近
渓
中

侵
レ

窓
老
樹
雖
レ

鳴
レ

葉

閉
レ

戸
紗
燈
猶
護
レ

虫

百
籟
相
和
山
更
静

禅
心
弥
観
世
間
空
（
経
・

七
四
）

最
澄
の
弟
子
光
定
の
「
山
房
暁
風
」
に
唱
和
し
た
詩
で
、
比
叡
山
寺
に
明
け
方
吹
く
風
を
詠
ず

る
。
初
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
寺
院
を
吹
き
抜
け
る
明
け
方
の
風
を
細
か
く
描
き
、
そ
れ
を
第

七
句
「
百
籟
相
和
す
」
と
承
け
て
、
暁
風
を
め
ぐ
る
風
景
の
中
に
「
空
」
の
法
理
を
悟
っ
た
と

結
ぶ
。
法
理
を
覚
悟
す
る
姿
を
詠
む
と
こ
ろ
に
僧
侶
へ
の
敬
意
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
描
写
さ
れ
た
山
寺
の
風
景
に
、
非
固
定
性
・
非
実
体
性
を
意
味
す
る
「
空
」
の
法
理
を
象

徴
す
る
よ
う
な
要
素
は
な
く
、
ま
た
、
山
林
修
行
の
様
子
も
わ
ず
か
「
禅
心
」
の
二
文
字
で
す

ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
宗
教
的
真
理
を
体
得
し
た
と
言
っ
て
も
説
得
力
は
な
く
、

法
理
で
あ
る
は
ず
の
「
空
」
に
真
実
味
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
詩
の
眼
目
は
、
暁
風

を
通
し
て
描
く
山
房
の
脱
俗
的
雰
囲
気
に
あ
り
、「
空
」
を
観
じ
た
と
い
っ
て
も
、
要
す
る
に
宮

廷
人
好
み
の
隠
逸
的
気
分
を
誇
張
的
に
表
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

自
ら
が
慣
れ
親
し
ん
だ
宮
廷
趣
味
に
仏
教
界
を
引
き
込
む
こ
と
で
、
そ
の
超
越
性
を
相
対
化

９８ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月
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帰
休
楽
二

閑
寂
一

在
レ

�
忘
二

囂
滓
一

披
レ

帙
遊
二

玄
妙
一

弾
レ

琴
翫
二

山
水
一

寄
レ

言
陵
薮
客

大
隠
隠
二

朝
市
一

偏
将
二

瓊
�
報
一

投
レ

之
以
二

桃
李
一

（
経
・
五
八
）

こ
こ
で
は
、
自
ら
の
帰
休
後
の
脱
俗
的
生
活
を
「
大
隠
」
と
し
て
自
賛
す
る
一
方
で
、
山
林
修

行
す
る
空
海
を
「
陵
薮
の
客
」
す
な
わ
ち
小
隠
と
見
な
し
て
、
僧
侶
を
挑
発
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
空
海
の
超
越
的
な
生
き
様
を
賞
賛
し
て
自
ら
の
俗
物
性
を
恥
じ
る
第
一
・
二
節

に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
最
後
に
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
歌
わ
れ
る
自
画
自
賛
の
大
隠
的
人
生
は

ど
う
み
て
も
戯
言
と
し
か
思
え
な
い
。
お
そ
ら
く
空
海
と
の
深
い
友
情
あ
っ
て
こ
そ
の
戯
言
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
俗
人
の
本
音
が
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
林
に
あ
っ
て
法
理
を
悟

り
護
国
を
実
践
す
る
修
行
僧
の
超
越
性
は
了
解
す
る
も
の
の
、
そ
の
超
越
性
と
官
吏
の
脱
俗
性

と
の
間
に
絶
対
的
な
隔
た
り
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

そ
の
よ
う
な
疑
念
が
、
脱
俗
を
志
向
す

る
官
吏
の
な
か
に
は
燻
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
家
を
隠
逸
と
同
等
に
見
な
し
て
い
た
奈
良

朝
以
前
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
疑
念
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
僧
侶
の
超
越
性
を
認

め
た
上
で
、
そ
れ
を
挑
発
し
た
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
世
俗
に
生
き
る
官
吏
は
超
越
性
を
有
す
る
僧
侶
と
の
差
異
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
差
異
を
乗
り
越
え
る
官
吏
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
逸
人
・

山
人
」
と
呼
ば
れ
た
惟
良
春
道
が
そ
れ
で
あ
る
。

和
下

惟
逸
人
春
道
秋
日
臥
二

疾
華
厳
山
寺
精
舎
一

之
作
上

嵯
峨
上
皇

絶
頂
華
厳
寺

雲
深
渓
路
遥

道
心
登
二

静
境
一

真
性
隔
二

塵
囂
一

閲
レ

臈
禅
庭
栢

観
レ

空

法
界
蕉

天
花
流
二

邃
澗
一

香
気
度
二

煙
霄
一

風
竹
時
開
合

声
鐘
暁
動
揺

転
経
山
月
下

羸
病
転
寥
寥
（
経
・
三
五
）

逸�

人�

惟
良
春
道
が
華
厳
山
寺
に
病
臥
し
て
詠
ん
だ
作
に
嵯
峨
上
皇
が
唱
和
し
た
詩
で
、
滋
野
善

永
の
奉
和
詩
（
経
・
三
六
）
が
あ
る
。
善
永
詩
に
「
病
中
秋
暮
れ
む
と
欲
す
、
杖
を
策
き
て
雲

居
に
到
る
」
と
あ
る
の
で
、
春
道
は
病
気
を
患
っ
て
そ
の
治
癒
祈
願
の
た
め
に
山
寺
を
訪
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。「
道
心
静
境
に
登
り
、
真
性
塵
囂
を
隔
つ
、
臈
を
閲
す
禅
庭
の
栢
、
空
を
観
ず

法
界
の
蕉
」
の
「
道
心
」
は
「
悟
り
を
求
め
る
心
」、「
真
性
」
は
「
真
実
を
求
め
る
本
性
」
で

�

い
ず
れ
も
仏
教
語
。「
臈
」
は
一
夏
九
旬
の
修
行
（
夏
安
居
）
で
、「
臈
を
閲
す
」
は
そ
れ
を
重

ね
る
こ
と
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、「
道
心
」「
真
性
」
を
も
っ
て
修
行
に
励
む
春
道
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
道
に
関
す
る
記
事
は
『
経
国
集
』
目
録
の
「
近
江
少
掾
従
八
位
上
」

が
初
出
で
、
そ
れ
以
前
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
級
官
吏
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
修
行
は
、
た
ん
な
る
治
癒
祈
願
の
た
め
の
一
時

的
な
勤
行
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
島
注
の
指
摘
に
あ
る
よ
う

に
、
本
句
は
嵯
峨
天
皇
が
最
澄
の
修
行
す
る
様
子
を
描
い
た
「
対
境
知
皆
幻
、
観�

空�

厭
此
身
、

栢�

暗
禅�

庭�

寂
、
花
明
梵
宇
春
（
境
に
対
し
て
は
皆
幻
な
る
こ
と
を
知
り
、
空
を
観
じ
て
は
此
の

身
を
厭
ふ
、
栢
暗
く
禅
庭
寂
し
く
、
花
明
け
く
梵
宇
春
な
り
）」（
華
・
七
六
、「
和
二

澄
公
臥
レ

病

述
レ

懐
之
作
一

」）
と
の
類
似
性
が
極
め
て
高
く
、
表
現
的
に
は
僧
侶
の
修
行
の
描
写
と
同
等
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。「
逸
人
」
と
は
、
ま
さ
に
〝
山
林
修
行
に
励
む
官
吏
〞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
挙
げ
る
作
品
も
、
お
そ
ら
く
春
道
が
華
厳
山
寺
に
病
臥
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
詠

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

和
三

惟
山
人
春
道
晩
聴
二

山
磬
一

嵯
峨
上
皇

黄
昏
磬
発
烟
霄
中

点
点
悠
揚
帯
二

山
風
一

林
下
暗
堂
臥
聴
レ

磬

禅
心
観
念
法
皆
空
（
経

・
五
四
）

山
寺
の
磬
の
音
を
詠
じ
た
春
道
に
唱
和
し
た
嵯
峨
上
皇
の
作
で
あ
る
。
山
寺
で
病
臥
し
な
が
ら

磬
の
音
を
聴
き
、
心
を
集
中
し
て
禅
定
修
行
し
た
結
果
、「
空
」
な
る
法
理
を
体
得
し
た
と
歌
う
。

官
吏
の
身
分
の
ま
ま
で
僧
侶
と
同
様
の
悟
り
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
官
吏
と
僧

侶
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
特
異
な
人
格
を
指
し
て
、「
逸
人
」「
山
人
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、〈
道
〉〈
俗
〉
を
兼
備
し
た
「
逸
人
」「
山
人
」
の
存
在
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造

が
、
必
ず
し
も
堅
固
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
奈
良
朝
宮
廷
社
会
に
あ
っ

て
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
間
に
断
絶
意
識
は
な
く
、〈
道
〉
の
超
越
性
は
必
ず
し
も
了
解
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
朝
に
入
る
と
、
鎮
護
国
家
へ
の
理
念
的
回
帰
に
よ
っ
て
、〈
道
〉
の
超

越
性
が
〈
俗
〉
の
側
か
ら
要
請
さ
れ
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
対
立
構
造
は
、
ど
う
や
ら
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
度
は
、

具
体
的
な
表
現
の
あ
り
方
か
ら
そ
の
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

四

仏
教
の
超
越
性
と
そ
の
相
対
化

鎮
護
国
家
の
理
念
は
、
宮
廷
社
会
に
護
国
能
力
を
擁
す
る
仏
教
界
の
超
越
性
を
認
め
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
詩
的
言
語
の
領
域
に
お
い
て
も
一
定
の
表
現
形
式
を
獲
得
す
る
。

鎮
護
国
家
理
念
に
基
づ
く
仏
教
政
策
を
背
景
に
新
た
に
「
梵
門
」
と
い
う
部
立
を
設
け
た
『
文

�

華
秀
麗
集
』所
載
の
梵
門
詩
に
は
、
そ
の
具
体
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
人
（＝

（
三
〇
）
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三

〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
諸
相

宮
廷
社
会
が
、
僧
侶
の
超
越
性
を
認
め
、
仏
教
界
を
自
己
と
対
立
す
る
世
界
と
し
て
了
解
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
鎮
護
国
家
の
理
念
に
基
づ
く
政
策
的
転
換
を
行
っ
た
光
仁
・
桓
武
朝
以

降
の
仏
教
政
策
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対

立
が
宮
廷
側
で
顕
在
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
節
で
は
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
見
え
る

〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

宮
廷
人
が
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
を
意
識
す
る
の
は
、〈
俗
〉
に
生
き
る
官
吏
が
〈
道
〉
と
の

境
界
を
越
え
る
と
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
出
家
入
道
の
場
面
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。聞

二

右
軍
曹
貞
忠
入
道
一

因
簡
二

大
将
軍
良
公
一

淳
和
天
皇

久
厭
三

輪
廻
多
二

苦
事
一

遥
思
二

聴
法
一

鷲
峯
中

昨
朝
剣
戟
陪
二

丹
閣
一

今
夕
僧
衣
向
二

花
宮
一

苔
蘚
密
間
乏
二

塵
垢
一

松
杉
攅
処
有
二

清
風
一

芭
蕉
疎
衲
新
慣
レ

著

貝
葉
真
経
誦
未
レ

工

山
霧
始
開
無
明
気

渓
泉
欲
レ

洗
夢
心
聾

夜
来
坐
念
因
縁
理

了
得
皆
空
空
亦
空（
経

・
四
二
）

右
は
、
右
近
衛
将
曹
中
臣
貞
忠
の
出
家
入
道
を
聞
い
た
淳
和
天
皇
が
、
そ
の
直
属
の
上
司
で
あ

�

る
右
近
衛
大
将
良
岑
安
世
に
書
き
送
っ
た
詩
で
、
嵯
峨
上
皇
及
び
安
世
に
よ
る
唱
和
が
あ
る
。

「
昨
朝
剣
戟
丹
閣
に
陪
り
、
今
夕
僧
衣
花
宮
に
向
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
武
官
か
ら
僧
侶
へ
の
変

身
は
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
芭
蕉
の
疎
衲
新
し
く
著
る
に
慣
れ
、
貝
葉
の

真
経
誦
ず
る
こ
と
未
だ
工
な
ら
ず
」
の
ご
と
く
僧
侶
と
し
て
初
々
し
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
出
家
後
ま
だ
間
も
な
い
こ
ろ
の
作
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
淳
和
天
皇
は

「
久
し
く
輪
廻
の
苦
事
多
き
こ
と
を
厭
ひ
、
遥
か
に
聴
法
を
思
ふ
鷲
峯
の
中
」
と
歌
い
始
め
て
、

�

武
官
貞
忠
の
出
家
入
道
（＝

官
か
ら
の
離
脱
）
が
個
人
的
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

最
初
か
ら
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
嵯
峨
上
皇
も
、「
帰
真
厭
俗
し
て
兵
戈
を
罷
め
、
仰
ぎ
て
�
�

を
拝
し
皇
天
を
謝
る
」（
経
・
四
三
）
の
よ
う
に
個
人
的
動
機
に
よ
る
出
家
と
認
め
、
さ
ら
に
は

「
聖
代
の
雨
露
多
き
こ
と
に
逢
ふ
と
雖
も
、
別
に
是
れ
素
懐
金
仙
に
奉
ら
む
」（
同
上
）
と
述
べ

て
、
皇
恩
を
受
け
て
も
な
お
出
家
し
よ
う
と
す
る
強
い
志
を
賞
賛
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
恩
を

無
に
し
て
の
出
家
は
官
吏
と
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
君
主
の

立
場
と
し
て
は
、
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
ま
た
恩
情
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
個
人

的
動
機
に
よ
る
臣
下
の
出
家
を
快
く
了
承
し
励
ま
す
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
明
君
に
ふ
さ
わ
し

い
言
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
部
下
に
出
家
者
を
出
し
た
上
司
の
立
場
と
し
て
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

奉
下

和
聖
製
聞
二

右
軍
曹
貞
忠
入
道
一

見
上
レ

賜

良
岑
安
世

効
レ

忠
非
二

独
兵
欄
士
一

護
国
之
誠
法
門
人

丹
闕
上
書
已
罷
レ

職

緇
壇
落
髪
不
レ

関
レ

塵

九
重
城
裡
回
レ

頭
望

一
乗
車
前
専
レ

意
臻

服
色
就
レ

真
道
体
改

冠
痕
未
レ

滅
半
額
分

秋

嵐
晩
偈
対
二

黄
葉
一

暁
月
疎
鐘
在
二

白
雲
一

行
レ

道
偏
雖
二

深
蘿
処
一

懸
レ

心
猶
是
為
二

明
君
一

（
経
・
四
四
）

初
二
句
に
お
い
て
、
貞
忠
の
出
家
は
「
兵
欄
の
士
」
と
同
じ
く
「
忠
」
の
表
れ
で
あ
り
、「
護
国

の
誠
」
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
よ
う
に
、
上
司
で
あ
る
安
世
は
、
部
下
の
出
家
の
動
機

を
私
的
な
も
の
で
は
な
く
天
皇
へ
の
忠
誠
心
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
部
下
は
「
落
髪
」

し
て
も
「
九
重
の
城
裡
」
を
「
頭
を
回
ら
し
て
望
」
み
、「
明
君
が
為
」
に
「
道
を
行
」
う
と
続

け
る
。
泰
平
の
御
代
に
皇
恩
を
賜
っ
た
臣
下
が
私
的
動
機
で
宮
廷
社
会
か
ら
離
脱
す
る
の
は
、

ま
さ
に
君
臣
和
楽
の
危
機
で
あ
り
倫
理
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上

司
と
し
て
は
、
そ
の
危
機
を
回
避
す
べ
く
、
部
下
の
出
家
の
動
機
を
私
的
な
も
の
か
ら
公
的
な

も
の
へ
と
置
き
換
え
て
、
な
ん
と
し
て
も
鎮
護
国
家
の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
に
回
収
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
関
係
に
お
け
る
最
も
先
鋭
的
な
対
立
構
造
が

顕
在
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
先
鋭
的
な
対
立
を
緩
和
し
宮
廷
社
会
の
倫
理

的
危
機
を
避
け
る
た
め
に
、
天
皇
・
上
皇
と
上
官
の
間
で
、
貞
忠
の
出
家
動
機
を
め
ぐ
る
絶
妙

な
唱
和
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
は
、
超
越
的
存
在
を
自
認
す
る
僧
侶
を
挑
発
し
た
小
野
岑
守
「
帰
休
独
臥
寄
二

高
雄
寺
空
上

人
一

」（
経
・
五
八
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
五
言
四
十
四
句
か
ら
な
る
こ
の
大
作
は
、
内
容

上
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
節
は
初
句
か
ら
第
二
十
句
ま
で
で
、
諸
行
無
常
・
有
為

転
変
の
俗
世
間
を
離
れ
、
山
林
修
行
に
よ
っ
て
法
理
を
悟
り
慈
悲
を
施
し
、
清
ら
か
な
生
活
を

営
む
空
海
の
超
越
的
な
生
き
方
を
賞
賛
的
に
描
く
。
第
二
節
は
第
二
十
一
句
か
ら
第
二
十
四
句

ま
で
と
短
く
、
俗
物
で
あ
る
自
分
が
空
海
の
寛
大
な
精
神
の
お
か
げ
で
高
僧
と
交
流
で
き
た
喜

び
を
歌
う
。
第
三
節
は
第
二
十
七
句
か
ら
第
四
十
四
句
ま
で
で
、
官
吏
と
し
て
出
仕
し
な
が
ら

隠
逸
生
活
も
楽
し
む
自
身
の
生
き
方
を
空
海
の
そ
れ
と
対
比
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

〈
道
〉
に
生
き
る
空
海
と
〈
俗
〉
に
生
き
る
自
身
と
を
対
比
す
る
第
三
節
後
半
で
あ
る
。
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修
道
主
義
に
よ
る
僧
尼
の
資
質
向
上
に
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
伝
統
的
な
寺
院
寂
居
主
義

�

を
改
め
て
山
林
修
行
を
解
禁
し
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
山
林
修
行
と
は
、
そ
も
そ
も
信
仰
の
対

象
で
あ
っ
た
山
中
に
分
け
入
り
、
畏
怖
す
べ
き
山
の
神
性
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
自
ら
神
人
的

�

験
者
と
な
る
た
め
の
宗
教
行
為
で
あ
っ
た
。
低
下
し
た
護
国
機
能
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
僧

侶
の
仏
教
験
力
の
向
上
を
も
た
ら
す
山
林
修
行
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、

山
林
修
行
者
が
日
常
世
俗
の
世
界
を
超
え
た
超
越
的
存
在
と
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造
は
、
初
期
平
安
朝
の
宮
廷
社
会
が
、
鎮
護
国
家
へ
の
理
念
的
回

帰
に
よ
っ
て
僧
侶
の
超
越
的
能
力
を
世
俗
王
権
の
危
機
管
理
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
と

深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
と
い
う
視
点
を

軸
と
し
て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
表
現
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
。

二

「
梵
門
」
前
史

高
野
天
皇
時
代

『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
は
高
野
天
皇
時
代
（
孝
謙
・
称
徳
朝
）
の
作
品
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
梵
門
」
と
い
う
部
立
は
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政
策
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
嵯
峨
・
淳
和
朝
に
詠
ま
れ
た
作
品
と
同
等
に
扱
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
高
野
天
皇
時
代
の
作
品
は
「
梵
門
」
前
史
と
し
て
見
て
い
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

讃
レ

仏

高
野
天
皇

慧
日
照
二

千
界
一

慈
雲
覆
二

万
生
一

億
縁
成
二

化
徳
一

感
心
演
二

法
声
一

（
経
・
二
九
）

『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
冒
頭
を
飾
る
作
品
で
あ
る
。
詩
題
通
り
仏
を
讃
え
た
詩
で
あ
る
が
、

「
慧
日
千
界
を
照
ら
し
、
慈
雲
万
生
を
覆
ふ
」
と
い
う
初
二
句
の
讃
え
方
は
、
皇
徳
を
称
揚
す

る
さ
い
の
類
型
表
現

た
と
え
ば
、
大
友
皇
子
が
天
智
天
皇
を
讃
え
た
「
皇
明
日
月
と
光
り
、

帝
徳
天
地
と
載
す
」（
懐
・
一
、「
侍
宴
」）
な
ど

の
転
用
で
あ
り
、
仏
徳
の
称
揚
を
皇
徳
称

揚
の
表
現
形
式
に
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
自
分
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
称
揚
表
現
を

仏
に
向
け
て
発
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
威
徳
を
仏
に
捧
げ
、
仏
の
威
徳
と
天
子
の
威
徳
と
の
一

致
・
融
合
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
道
〉〈
俗
〉
一
致
の
表
現
構
造
は
、
宮
中
に

設
置
さ
れ
た
内
道
場
（
仏
教
の
修
行
所
）
を
「
無
漏
界
」
に
見
立
て
る
淡
海
三
船
「
於
二

内
道
場
一

観
二

虚
空
蔵
菩
薩
会
一

」（
経
・
六
七
）
や
、
天
台
宗
の
始
祖
慧
思
の
転
生
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
聖

徳
太
子
と
高
野
天
皇
と
を
同
じ
「
聖
」
と
し
て
称
賛
す
る
同
「
扈
二

従
聖
徳
宮
寺
一

」（
経
・
六
八
）

に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
王
権
に
関
わ
る
表
現
レ
ベ
ル
で
の
こ
と

で
あ
り
、
出
家
し
た
尼
天
皇
と
し
て
自
ら
が
〈
道
〉〈
俗
〉
一
致
を
体
現
し
て
い
た
高
野
天
皇
に

特
有
の
例
外
的
な
表
現
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
仏
教
の
役
割
を
鎮
護
国
家
の
実

践
に
限
定
し
、
世
俗
王
権
に
奉
仕
さ
せ
た
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政
策
に
あ
っ
て
は
、
絶
対
に
あ

り
得
な
い
表
現
構
造
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
次
の
作
品
は
、
奈
良
朝
以
前
の
〈
道
〉〈
俗
〉
関
係
の
一
般
的
な
あ
り
方
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

贈
二

南
山
智
上
人
一

淡
海
三
船

独
居
窮
巷
側

知
己
在
二

幽
山
一

得
レ

意
千
年
桂

同
レ

香
四
海
�
野
人
披
二

薜
衲
一

朝
隠
忘
二

衣
冠
一

副
思
何
処
所

遠
在
二

白
雲
端
一

（
経
・
七
一
）

�

平
城
京
の
南
、
お
そ
ら
く
吉
野
あ
た
り
の
山
寺
で
修
行
生
活
を
営
む
智
上
人
へ
贈
っ
た
詩
で
あ

る
。「
窮
巷
」
に
住
む
自
分
を
「
朝
隠
」
と
し
、「
幽
山
」
に
い
る
僧
侶
を
「
野
人
」
と
呼
び
、

「
桂
・
�
」
の
如
き
互
い
の
香
し
い
友
情
を
歌
う
本
詩
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
よ
り
以
前

に
、
脱
俗
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
両
者
の
一
体
感
が
前
面
に
出
て
い
る
。『
懐
風
藻
』
を
紐

解
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
脱
俗
志
向
は
奈
良
朝
に
あ
っ
て
す
で
に
一
般
化
し
て
い
た
。
僧
侶
を

同
じ
脱
俗
を
志
向
す
る
友
と
見
な
す
こ
と
は
、
僧
侶
を
朝
隠
（＝

自
己
）
と
同
じ
隠
者
の
変
型

と
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
は
と
も
に
隠
逸
を
志
向
す
る
同
志
で
あ
り
、
ま
っ

た
く
同
等
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
僧
侶
と
宮
廷
人
の
交
友
関
係
を
「
竹
林
の
友
」
と
歌
う
釈
智

蔵
「
秋
日
述
レ

志
」（
懐
・
九
）
も
同
様
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
〈
道
〉〈
俗
〉
同
一
の
表

現
構
造
は
、
淡
海
三
船
「
和
二

藤
六
郎
出
家
之
作
一

」（
経
・
七
〇
）
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の

作
品
は
宮
廷
人
の
出
家
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、「
道
を
楽
み
て
心
逾
逸
な
り
、
空
を
安
ん
じ

て
理
転
真
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
は
脱
俗
と
同
じ
よ
う
な
精
神
的
安
楽
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
高
風
如
し
望
む
べ
く
は
、
子
に
従
ひ
て
囂
塵
を
避
け
む
」
の
如
く
〈
俗
〉

か
ら
〈
道
〉
へ
転
身
す
る
こ
と
も
望
め
ば
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
で
の
出

家
へ
の
思
い
は
、
隠
逸
的
生
活
へ
の
憧
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
出
家
は
脱
俗
の
変
型
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
僧
侶
の
超
越
性
を
了
解
し
、
世
俗
に
対
立
す
る
存
在
と
し
て
接
す

�

る
意
識
は
、
少
な
く
と
も
世
俗
の
側
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
八
）
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《
論
文
》〈

道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造

―
『
経
国
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
―

井
実

充
史

要
旨鎮

護
国
家
の
理
念
に
沿
う
仏
教
政
策
を
と
っ
た
光
仁
・
桓
武
朝
以
降
、
鎮
護
国
家
の
実
践
者
で
あ
る
僧
侶
に
は
、
そ
の
清
浄
性
を
高
め
る
た
め
の
山
林
修
行

が
奨
励
さ
れ
た
。
山
林
修
行
僧
は
、
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
超
越
的
な
法
力
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
権
お
よ
び
国
家
の
安
泰
を
図
る
役
割
を
果
た
し
た
。
宮

廷
社
会
は
そ
の
よ
う
な
山
林
修
行
僧
の
法
力
に
期
待
を
寄
せ
、
彼
ら
の
超
越
性
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て〈
道
〉〈
俗
〉の
対
立
意
識
が
生
じ
、
そ
れ

は
勅
�
三
集
時
代
の
梵
門
詩
表
現
の
基
底
的
構
造
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
表
現
に
、〈
道
〉〈
俗
〉の
対
立
構
造
の
具
体
的
様
相
を
探
る
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

勅
�
三
集

仏
教
詩

嵯
峨
天
皇

鎮
護
国
家

山
林
修
行

一

〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立

『
経
国
集
』
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
『
文
華
秀
麗
集
』
を
継
承
し
て
、「
梵
門
」
と
い
う
部
を
立

て
て
い
る
。
だ
が
、『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
が
、
鎮
護
国
家
を
目
的
と
す
る
仏
教
の
政
治
的

�

側
面
に
焦
点
を
当
て
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
は
寄

せ
集
め
の
印
象
が
強
く
、
統
一
し
た
編
纂
意
図
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

�

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宮
廷
人
の
仏
教
界
へ
の
詩
的
な
関
わ
り
方
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
鎮
護
国
家
の
理
念
を
強
く
意
識
し
た
『
文
華
秀

麗
集
』「
梵
門
」
の
表
現
自
体
が
特
殊
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
一

見
異
な
っ
て
見
え
る
二
つ
の
「
梵
門
」
も
、
嵯
峨
天
皇
を
中
心
と
す
る
宮
廷
詩
壇
が
生
み
出
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
多
様
な
表
現
の
基
底
に
何
ら
か
の
共
通
項
が
存
在
す
る
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
共
通
項
を
探
る
た
め
の
端
緒
と
し
て
、
次
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

与
二

海
公
一

飲
レ

茶
送
レ

帰
レ

山

嵯
峨
上
皇

道
俗
相
分
経
二

数
年
一

今
秋
晤
語
亦
良
縁

香
茶
酌
罷
日
云
暮

稽
首
傷
レ

離
望
二

雲
烟
一

（
経
・
三
四
）

帰
山
す
る
空
海
を
見
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
修
行
中
の
山
寺
か
ら
宮
都
に
下
り
て
い
た
空
海
が
、

�

帰
山
の
挨
拶
に
嵯
峨
天
皇
を
訪
ね
た
と
き
の
作
の
で
あ
ろ
う
。
宮
廷
人
と
僧
侶
と
の
交
流
の
ひ

と
こ
ま
を
歌
っ
た
小
品
で
あ
る
が
、
冒
頭
「
道
俗
相
分
ち
て
数
年
を
経
た
り
」
に
は
、
当
時
の

宮
廷
人
と
僧
侶
と
が
交
流
す
る
さ
い
の
基
本
的
な
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
侶

と
宮
廷
人
は
〈
道
〉
と
〈
俗
〉
と
い
う
異
な
る
世
界
に
分
か
れ
て
生
き
る
者
と
し
て
対
立
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
背
景
に
は
、
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政

策
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
道
鏡
の
登
用
に
よ
る
称
徳
朝
の
政
治
的
混
乱
を
収
拾
し
た
光
仁
・
桓

武
朝
は
、
皇
室
と
癒
着
し
た
道
鏡
政
権
下
の
恣
意
的
な
仏
教
行
政
に
よ
る
護
国
機
能
の
低
下
を

回
復
す
べ
く
、
鎮
護
国
家
理
念
に
そ
っ
て
仏
教
界
を
規
制
し
た
。
そ
の
さ
い
の
中
心
的
課
題
は
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